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出雲弥生の森博物館だより
I ZUMO　YAYO INOMOR I　MUSEUM

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 21 号 （2016 年 4 月）

よすみちゃん

第21号

13
時
～
16
時

弥
生
の
土
器
で
、

古
代
米
を
炊
い

て
食
べ
よ
う
！

み
よ
し
風
土
記
の
丘
・　
　
　

広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

粘
土
で
つ
く
ろ
う

　
　

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
ネ
ッ
ト

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

れ
き
は
く
古
代
お
も
し
ろ
体
験

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ラ
板
づ
く
り

荒
神
谷
博
物
館

弥
生
人
の
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

５
月
３
日（
火･

祝
）～
５
日（
木･

祝
）

キ
ャ
ラ
探
し
ス
ー
パ
ー

博
物
館
に
隠
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
探
し
出
そ
う
！

※
詳
し
く
は
博
物

館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

古
代
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
雲
王
の
お
墓
「
よ
す
み
」
を
空

か
ら
探
検
し
よ
う
！　
　

14
時
～

協
力
：
出
雲
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

※
雨
天
中
止

４
月
29
日（
金
・
祝
）・
30
日（
土
）

屋
台
村

　

10
時
～

ク
イ
ズ
に
答
え
て
、
わ
た
が
し
を

も
ら
お
う
！　
　
　
　
　

10
時
～

野
外
遊
び
コ
ー
ナ
ー　
　

10
時
～

・
フ
リ
ー
ブ
ロ
ー（
吹
き
矢
）

・
ま
て
ば
し
い
飛
ば
し
に
挑
戦
!!

４
月
30
日（
土
）

勾
玉
づ
く
り
体
験　
　
　

10
時
～

特
別
展
「
出
雲
王
登
場
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

11
時
～
・
14
時
～

四
隅
突
出
型
墳
丘
墓

ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

９
時
～

博
物
館
探
検
隊

 

13
時
～
・
15
時
～

５
月
１
日（
日
）

弥
生
の
森　

特
製
大
鍋
コ
ー
ナ
ー

12
時
～ 

限
定
100
食

出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
１
６

　

４
月
29
日
は
当
館
の
開
館
記
念
日
で

す
。今
年
も
開
館
記
念
日
を
中
心
に｢

出

雲
弥
生
の
森
ま
つ
り｣

を「
弥
生
の
森
お

お
つ
」を
は
じ
め
地
元
の
み
な
さ
ま
と

協
力
し
て
開
催
し
ま
す
。

４
月
28
日（
木
）

★
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
会

９
時
30
分
～

大
津
小
学
校
児
童

と
樋
野
達
夫
さ
ん

（
笛
作
家
）に
よ
る

古
代
体
験
学
習
発

表
・
土
笛
演
奏

★
館
長
の
お
は
な
し

10
時
～

４
月
29
日（
金
・
祝
）

よ
す
み
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ　

10
時
～

喫
茶
コ
ー
ナ
ー　
　
　
　

10
時
～

手
作
り
手
芸
品
の
販
売　

10
時
～

神
話
舞
隊
カ
ミ
ア
リ
ー
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー

13
時
30
分
～

西
谷
の
丘
を
ド
ロ
ー
ン
が
飛
ぶ
！

無料

無料無料無料

無料無料 無料 無料

無料

無料無料 有料

有料有料

有料有料有料

有料

有料
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３号墓

４号墓

西谷３号墓周辺図
（公園整備前）

17 号墓

西谷古墓推定地

第21号

「
西
谷
古
墓
」

再
現
「
祭
り
の
あ
と
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
よ
り

★
特
集　

研
究
ノ
ー
ト
⑮
特
別
展

再現「祭りのあと」

　

２
０
１
６
年
特
別
展
「
出
雲
王 

登

場
―
と
こ
と
ん
解
剖 

西
谷
３
号
墓
―
」

で
は
、
展
示
室
中
央
に
出
雲
王
の
葬
儀

終
了
後
の
「
祭
り
の
あ
と
」
を
再
現
し

て
い
ま
す
。

　

弥
生
時
代
後
期（
２
世
紀
後
半
）、
初

代
の
出
雲
王
は
西
谷
３
号
墓
に
埋
葬
さ

れ
、
埋
葬
後
、
墓
上
に
は
掘ほ

っ
た
て
ば
し
ら

立
柱
の
構

築
物
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
四
方
に
並

ぶ
柱
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

径
50
㎝
前
後
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
４
本
の
柱
は
、
2.8
ｍ
×
2.1
ｍ
、
４

対
３
の
比
率
の
長
方
形
に
配
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
施
設
は
、
弥

生
時
代
後
期
の
山
陰
で
は
他
に
例
が
な

く
特
異
な
事
例
で
す
。

　

こ
の
構
築
物
を
中
心
に
約
１
０
０
人

が
参
列
し
た
盛
大
な
飲
食
儀
礼
が
行
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
葬
儀
が
終
わ

る
と
、
葬
儀
に
使
っ
た
土
器
は
掘
立
柱

の
構
築
物
の
中
に
片
付
け
ら
れ
ま
し

た
。そ
の
状
況
が
発
掘
さ
れ
た
の
で
す
。

意
図
的
に
壊
さ
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
配
置
は
、
出
雲
王
の

霊
が
宿
る
石せ

き
し
ゅ主
の
周
辺
に
地
元
出
雲
の

土
器（
山
陰
系
）が
、
そ
れ
ら
の
南
北
に

丹た
ん
え
つ越
系
土
器
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
吉

　

今
回
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
で
は
、
西
谷

墳
墓
群
で
最
後
に
つ
く
ら
れ
た
西
谷
古

墓
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。　

　

西
谷
古
墓
は
、昭
和
37
年（
１
９
６
２
）

に
、
西
谷
丘
陵
で
の
陶
土
の
採
掘
中
に

見
つ
か
り
ま
し
た
。
高
さ
31
㎝
の
須
恵

器
の
甕か

め

の
中
に
火
葬
さ
れ
た
人
骨
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
火
葬

骨
を
埋
納
し
た
墓
を
火
葬
墓
と
呼
び
、

西
谷
古
墓
は
須
恵
器
の
形
か
ら
奈
良
時

代
後
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
発
見
が
古
い
こ
と

か
ら
正
確
な
位
置
は
分
か
ら
ず
、
火
葬

骨
は
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
納
め
た
甕
な
ど
も
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
に
際

し
て
、
あ
ら
た
め
て

西
谷
古
墓
の
位
置
を

検
討
し
、
古
墓
発
見

時
に
陶
土
採
掘
が
行

わ
れ
て
い
た
の
は
西

谷
３
号
墓
南
側
の
17

号
墓
付
近
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、

古
墓
は
そ
の
付
近
に

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

古
代
の
火
葬
墓
は
南
向
き
の
丘
陵
斜

面
で
見
つ
か
る
こ
と
が
多
く
、
風
水
思

想
に
基
づ
い
て
土
地
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
北
に
山
を
背
負
い
、
東
西
は
尾
根

で
隔
て
ら
れ
、
南
は
開
け
て
平
地
や
川

を
望
む
地
形
が
理
想
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
西
谷
古
墓
の
推
定
地

は
、
東
西
方
向
の
斜
面
で
は
あ
り
ま
す

が
、
南
北
に
３
号
墓
と
４
号
墓
が
造
ら

れ
た
尾
根
を
配
し
、
東
に
斐
伊
川
を
望

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
西
谷
古
墓
も
風

水
思
想
を
意
識
し
て
造
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

古
代
に
火
葬
さ
れ
た
の
は
、
地
域
の

有
力
者
な
ど
限
ら
れ
た
人
び
と
で
し

た
。
西
谷
古
墓
に
納
め
ら
れ
た
の
は
、

ど
の
よ
う
な
人
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙
橋　

周
）

備
の
特
殊
土
器
が
置
か
れ
る
、
と
い
う

も
の
で
、
産
地
ご
と
に
ま
と
め
て
置
か

れ
て
い
た
の
で
す
。

　
「
祭
り
の
あ
と
」
の
再
現
で
は
、
ま

ず
、
実
大
の
墓
穴
と
４
本
の
柱
を
立
て

ま
し
た
。
柱
は
そ
れ
ぞ
れ
の
太
さ
を
再

現
し
て
い
ま
す
。
中
央
に
真
っ
赤
な
石

主
と
玉
砂
利
を
置
き
、
そ
の
周
り
に
土

器
を
配
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
土
器

は
、
２
０
１
５
年
12
月
12
日
、
体
験
教

室
「
西
谷
３
号
墓
の
弥
生
土
器
を
作
ろ

う
」
で
、
教
室
参
加
者
と
当
館
職
員
が

一
緒
に
粘
土
を
こ
ね
て
作
っ
た
も
の
で

す
。
総
数
２
２
１
個
体
。
朱
色
が
地
元

出
雲
と
丹
越
系
土
器
、
濃
い
赤
色
が
吉

備
の
特
殊
土
器
で
す
。
狭
い
空
間
に
土

器
を
丁
寧
に
並
べ
て
い
た
こ
と
が
実
感

で
き
ま
す
。
５
月
９
日（
月
）ま
で
。
見

逃
す
と
「
あ
と
の
祭
り
」
で
す
よ
！

（
坂
本
豊
治
）

17号墓

西谷古墓推定地

西谷3号墓周辺図
（公園整備前）
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第21号

開
催
中
～
４
月
25
日（
月
）

★
博
物
館
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

★
発
掘
調
査
の
現
場
か
ら
⑫

★
発
掘
調
査
速
報
展

　

こ
ん
に
ち
は
！

　

博
物
館
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
で
す
。

　

暖
か
く
な
り
、
博
物
館
の
あ
る
西
谷

の
丘
に
も
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

弥
生
の
森
の
春
の
一
コ
マ
と
言
え
ば
、

日
本
の
在
来
種
で
も
あ
る
「
シ
ロ
バ
ナ

タ
ン
ポ
ポ
」
の
存
在
で
す
。
普
段
よ
く

見
ら
れ
る
の
は
、黄
色
い
外
来
種
の「
セ

イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
」
で
、
在
来
種
で
も

あ
る
「
シ
ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
」
が
見
ら

れ
る
所
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
春
、
シ
ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
の

苗
を
公
園
に
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出

雲
弥
生
の
森
公
園
フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ブ
の

皆
様
と
一
緒
に
植
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
１
５
で
来
館
者

の
皆
様
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
一
緒

に
植
え
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
の
春
、

大
き
く
な
り
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
の
見
頃
は
春
と

秋
で
、
博
物
館
前
駐
車
場
内
の
花
壇
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

博
物
館
常
設
展
示
の
「
西
谷
３
号
墓

１
／
10
模
型
」
の
中
に
も
咲
い
て
い
ま

す
。
お
越
し
の
際
は
、
二
つ
の
場
所
に

咲
く
シ
ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
を
ゆ
っ
く
り

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
文
化
財
課
で
は
、
昨
年
度
、
県
道

斐
川
上
島
線
の
道
路
改
良
工
事
に
伴

い
、
斐
川
町
直
江
～
三
絡
地
内
に
所
在

す
る
祇
園
原
Ⅲ
遺
跡
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
調
査
は
、
昨
年
の
７
月
か
ら
今

年
１
月
ま
で
約
７
か
月
間
行
い
、
奈

良
・
平
安
時
代
を
中
心
と
す
る
６
０
０

片
の
遺
物
や
炭
焼
き
跡
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

　

速
報
展
で
は
、
調
査
で
出
土
し
た
遺

物
や
現
地
で
確
認
し
た
遺い

こ
う構
の
写
真
な

ど
調
査
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
石
原　

聡
）

　

３
月
６
日
に
上
塩
冶
横
穴
墓
群
発
掘

調
査
の
現
地
説
明
会
を
開
催
し
、
天
候

の
悪
い
中
、
約
１
２
０
名
の
皆
さ
ん
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

上
塩
冶
横
穴
墓
群
と
は
、
出
雲
市
上

塩
冶
町
に
所
在
す
る
県
内
最
大
規
模
の

横
穴
墓
群
で
、
今
か
ら
約
１
４
０
０
年

前（
古
墳
時
代
終
わ
り
頃
）に
造
ら
れ
た

も
の
で
す
。
出
雲
市
で
は
、
平
成
24
年

度（
２
０
１
２
）か
ら
県
道
出
雲
三
刀
屋

線
道
路
改
良
工
事
に
伴
い
こ
の
遺
跡
の

発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
、
合
計
45
基
の
横
穴

墓
を
発
見
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
現
地
説
明
会
で
は
、
平
成
27

年
度（
２
０
１
５
）に
調
査
し
た
横
穴
墓

９
基
を
一
般
公
開
し
、
遺い

ぶ
つ物
・
写
真
の

展
示
も
行
い
ま
し
た
。
石せ

っ
か
ん棺
を
持
つ
横

穴
墓
や
、
多
く
の
出
土
品（
大た

ち刀
・
矢

じ
り
・
耳じ

か
ん環（
耳
飾
り
）・
土
器
他
）に
、

皆
さ
ん
興
味
津
々
の
よ
う
す
で
し
た
。

　

調
査
終
了
後
に
は
出
雲
弥
生
の
森
博

物
館
で
も
改
め
て
速
報
展
示
を
企
画
し

ま
す
の
で
、
今
回
見
逃
し
た
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。（

須
賀
照
隆
）

「
上か
み
え
ん
や
よ
こ
あ
な
ぼ
ぐ
ん

塩
冶
横
穴
墓
群
発
掘
調
査
の
現

地
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
！
」

「
祇ぎ
お
ん
ば
ら

園
原
Ⅲ
遺
跡
の
発
掘
調
査
」

「
春
の
お
す
そ
わ
け
」

蓋石のない石棺を持つ横穴墓

調査を行った祇園原Ⅲ遺跡（西から）

現地説明会のようす
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（発行）出雲弥生の森博物館2016年4月
〒 693-0011　島根県出雲市大津町 2760

（TEL）0853-25-1841　（FAX）0853-21-6617

（e-mail）yayoi@city.izumo.shimane.jp

http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori

●入館料 /無料

●開館時間 / 9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）

●休館日 /火曜日（祝日の場合は翌平日）・年末年始

第21号

▼
「
博
物
館
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
新
作
追
加
！

　

従
来
の
６
種
類
に
「
上
塩
冶
築
山
古

墳
（
か
み
え

ん
や
つ
き
や

ま
こ
ふ
ん
）」

が
加
わ
り
、

計
６
種
類
に

な
り
ま
し

た
。
お
得
な

セ
ッ
ト
販
売

も
あ
り
ま
す
。

・
１
枚　
　
　
　

１
０
３
円（
税
込
）

・
４
枚
セ
ッ
ト　

３
０
８
円（
税
込
）

▼
「
よ
す
み
型
ス
ト
ラ
ッ
プ
」

　

「
よ
す
み
型
イ
ヤ
リ
ン
グ
」

　

四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
の
形
を
リ
ア

ル
に
再
現
し

た
ア
ク
セ
サ

リ
ー
で
す
。

全
て
手
作
り

で
、
さ
ま
ざ

ま
な
カ
ラ
ー

バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
す
！

・
ス
ト
ラ
ッ
プ　

３
５
０
円（
税
込
）

・
イ
ヤ
リ
ン
グ　

５
４
０
円（
税
込
）

★
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
情
報

★
講
座
の
ご
案
内

★
館
長
コ
ラ
ム
⑰

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
ご
存
じ
「
よ
す

み
ち
ゃ
ん
」
で
す
。
二
〇
一
一
年
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
実
施

し
た「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

ア
ワ
ー
ド
」
で
、
二
位
以
下
に
大
差
を

つ
け
て
見
事
優
勝
し
た
人
気
者
で
す
。

当
館
受
付
の
後
ろ
に
、
そ
の
と
き
の
表

彰
盾
が
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

当
館
で
よ
く
見
か
け
る
も
う
一
つ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
そ
れ
は
何
を
隠
そ
う
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
私
の
似
顔
絵
で
す
。

私
が
言
う
の
も
何
で
す
が
、
特
に
お
子

さ
ん
に
人
気
が
あ
っ
て
、
来
館
す
る
子

供
た
ち
は
絵
と
私
を
見
比
べ
て
「
そ
っ

く
り
だ
」
と
口
を
揃
え
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
絵
は
、
実
は
当
館
と
は

直
接
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

博
物
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
前
の
年
、

日
本
考
古
学
協
会
と
い
う
学
会
が
「
西

谷
墳
墓
群
を
さ
さ
え
た
人
々
」
と
い
う

公
開
講
座
を
出
雲
市
で
開
き
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
毎
回
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
に
記
念
講
演
を
す
る
講
師
の
似
顔
絵

を
載
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

た
め
に
上
図
の
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
が
作

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
大
変
好
評
だ
っ

た
の
で
、
当
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
き
、

流
用
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
絵
を
描
い
た
の
は
考
古
学
の
専

門
家
で
も
あ
る
方
で
す
が
、
写
真
を
送

れ
と
言
わ
れ
た
だ
け
で
、
お
会
い
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
写
真
だ
け
を
頼

り
に
「
そ
っ
く
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
絵
を
描
く
な
ん
て
、
す
ご
い
才
能
で

す
ね
。
私
は
こ
れ
で
福
笑
い
を
作
っ
て

孫
と
遊
び
ま
し
た
。

（
渡
邊
貞
幸
）

▼
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

職
員
リ
レ
ー
講
座

　

出
雲
の
文
化
財
や
歴
史
、
最
新
の
発

掘
成
果
に
つ
い
て
、
文
化
財
課
の
職
員

が
わ
か
り
や
す
く
語
り
ま
す
。

５
月
28
日（
土
）

出
雲
市
内
の
横
穴
墓
群　

そ
の
１

「
県
内
最
大
規
模
を
誇
る

上
塩
冶
横
穴
墓
群
」

　
【
講 

師
】
須
賀　

照
隆

６
月
11
日（
土
）

出
雲
市
内
の
横
穴
墓
群　

そ
の
２

「
杉
沢
横
穴
墓
群
が
語
る

東
西
出
雲
の
交
流
」

　
【
講 

師
】
幡
中　

光
輔

７
月
２
日（
土
）

　
「
杉
沢
遺
跡
発
見
の

古
代
山
陰
道
と
郡
家
」

　
【
講 

師
】
宍
道　

年
弘

　
　
　
　
　

江
角　

健

右
の
講
座
は
い
ず
れ
も

・
時　

間　

14
時
～
16
時

・
受
講
料　

３
０
０
円

・
定　

員　

80
名

　

講
座
の
受
講
に
は
事
前
申
込
み
が
必

要
で
す
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
博
物
館
Ｈ
Ｐ

等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「上塩冶築山古墳」


